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顔の表情は他者とコミュニケーションをはかるうえで重要な役割を果たしている。なかでも口とその周囲は

もっとも可動範囲の広い部分で、表情を表すのに重要だ。口をへの字に曲げる、口を尖らせる、口元を

ゆるめる、大口を開けて笑うなどがすぐ思いつく。喜怒哀楽、好意や敵意は口元にすぐ表れるのだ。と

ころが新型コロナウイルスの蔓延以来、他人と接触するときには、マスクの着用が当たり前になり、これ

らの表情が伝わりにくくなってしまった。先頃、透明なマスクを着け注文をとるそば屋の女の子のハロウィ

ンのカボチャのような笑みにわたしは大いに気をよくしたものだ。女のかわいさは口元にある。
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時間外
研修

と
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
共
感
し
、
治

療
的
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
な
の
で
す
が
、こ
れ
は
普
段
か
ら
、

患
者
さ
ん
と
接
す
る
時
に
、
少
し
意
識
す

る
こ
と
で
培
わ
れ
て
い
く
ス
キ
ル
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
暴
力
を
目
の
当
た

り
に
し
た
時
の
介
入
方
法
も
非
常
に
重
要

な
要
素
で
は
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の
価
値

を
認
め
、
相
手
の
尊
厳
を
保
ち
、
批
判
し

な
い
で
共
感
的
に
接
す
る
意
識
を
持
つ
こ

と
が
、
暴
力
防
止
の
最
大
の
方
策
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

日
々
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ブ
リ
エ
病
棟
　
　
輿
水
　
　
陽

　
2
0
2
0
年
12
月
10
日
に
、
幡
野
広
美
さ
ん

に
よ
る
朗
読
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
幡
野
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
に
朗
読
会
を
3
回
開
催
し
て
お
り

恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
コ
ロ

ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
芸
術
家
で
あ
る
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
生
い
立
ち
（
前
回
の
続
編
）
に

つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

付
け
が
さ
れ
た
静
か
な
作
業
療
法
室
で
、
ゆ
っ

た
り
丁
寧
な
幡
野
さ
ん
の
朗
読
を
聞
い
て
い
る

と
、
と
て
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
ミ
レ
ー
の
絵

画
は
山
梨
県
立
美
術
館
に
常
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
朗
読
会
に
参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
も

絵
画
を
見
た
こ
と
が
あ
る
方
が
お
り
、
ミ
レ
ー

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
朗
読
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
幡
野
さ
ん
自
身
も
こ
の
朗
読
会
を
と
て
も
張

り
合
い
に
感
じ
て
お
り
、
日
々
練
習
を
重
ね
て

い
る
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
が
集
ま

る
機
会
を
作
り
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
次
回
の
開
催
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

12
月
14
日
、
事
故
予
防
研
修
の
一
環
と

し
て
C
V
P
P
P
の
時
間
外
研
修
を
行
わ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
暴
力

を
受
け
そ
う
に
な
っ
た
時
の
対
応
な
ど

を
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
実

技
を
中
心
に
行
う
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
る
た
め
C
V
P
P
P
の
理
念
、

精
神
科
の
暴
力
行
為
の
実
態
、
暴
力
に
発

展
さ
せ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
暴
力
に

遭
遇
し
た
時
の
事
例
な
ど
を
中
心
に
講
義

を
し
ま
し
た
。

　

C
V
P
P
P
と
は
、
包
括
的
暴
力
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
略
称
で
、
暴
力
の
防
止
と

い
う
と
、
抑
制
す
る
、
制
圧
す
る
な
ど
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
暴
力
を
起
こ
す
人
を

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
適

切
な
介
入
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
援
助
を

す
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
そ
の
内
容
の
中
に
は
興
奮
し
た
患

者
さ
ん
を
効
果
的
な
力
を
使
っ
て
落
ち
着

か
せ
る
身
体
介
入
方
法
や
、
と
っ
さ
の
時

の
逃
げ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
が
、
デ
ィ
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
わ

れ
る
交
渉
術
が
あ
り
、
暴
力
に
発
展
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
非
常
に
重
要
な
ス
キ
ル

Ｃ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
包
括
的
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

幡
野
さ
ん
の

朗 

読 

会
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～
南
山
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

の
取
り
組
み
～

◆
認
知
症
に
な
っ
て
も
『
住
み
慣
れ
た
街

で
最
期
ま
で
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
し
た
い
』

そ
ん
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

に
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
へ
の
理
解

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
の
使
命
と
役
割
で
す
。

◆
通
常
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
や
家
族
の
会

と
の
共
働
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
や
、
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

主
催
の
招
待
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の

『
物
忘
れ
相
談
会
』、
地
元
の
地
域
の
皆
様

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
テ
ー
マ

　
　
＝ 

専
門
職
の
人
材
育
成 

＝

◆
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
医
療
・
介
護
に
従

事
す
る
専
門
職
の
人
材
育
成
に
貢
献
す
る

た
め
、
認
知
症
ケ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
を
開
催
す
る
。

◆
一
つ
の
試
み
と
し
て
有
料
で
の
開
催
と

し
、
専
門
職
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
人
、
意
欲
や
志
の
あ
る
人
が
ど
の
程

度
い
る
の
か
？ 

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
を
探
る
。

＊
研
修
計
画
作
成

　
・
１
講
座 

５
０
０
円
で
設
定

　
・
現
場
で
の
業
務
に
な
る
べ
く
支
障
の

な
い
夜
間
の
時
間
帯
を
設
定
。（
夜

６
時
30
分
～
８
時
30
分
）

　
・
結
集
目
標
は
、
一
講
座
30
名

　
・
興
味
・
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
と
最
先

端
の
研
究
に
携
わ
る
講
師
を
選
定
。

　
・
運
営
役
員
・
監
修
と
し
て
市
・
家
族

の
会
に
協
力
を
依
頼
。

＊
研
修
テ
ー
マ
の
選
定

　
　
『
認
知
症
高
齢
者
の
排
泄
ケ
ア
』

＊
講
師
（
２
名
）
選
定
と
依
頼

　
・
山
梨
大
学
大
学
院
総
合
研
究
部

　
　
　
　
教
授　
谷
口
珠
実　
先
生

　
　

※
４
月
に
依
頼
し
10
月
の
研
修
日
程

が
決
定

　
・
山
梨
厚
生
病
院

　
　
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
　
　
　
手
塚　
奈
緒
美　
先
生

　
　

※
お
二
方
と
も
日
本
コ
ン
チ
ネ
ン
ス

協
会
所
属

＊
参
加
募
集
・
周
知
徹
底

　

①
市
介
護
福
祉
課
よ
り
市
内
の
介
護
事

業
所
の
情
報
を
い
た
だ
く
。

　
②
チ
ラ
シ
・
申
込
書
を
作
成
。

　
　
手
渡
し
・
郵
送
等
で
配
布

＊
参
加
職
種

　
・
病
院
看
護
師
、
介
護
事
業
所
の
看

護
・
介
護
士
・
相
談
員
、
ヘ
ル
パ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
、
福
祉
用
具
専
門
員
、
事

業
所
管
理
者
、
な
ど
幅
広
く
参
加

＊
市
内
参
加
人
数

　
・
第
１
回
：
44
名
、
第
２
回
：
53
名
、

　
　
第
３
回
：
34
名

　
　
と
目
標
を
上
回
る
結
集
と
な
る
。

　
・
他
、
甲
府
市
・
笛
吹
市
な
ど
市
外
か

ら
も
見
学
参
加
有
。

＊
日
常
の
業
務
・
現
場
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
実
践
で
役
立
つ
こ
と
、
よ
り
専
門

的
な
こ
と
な
ど
、
医
療
・
介
護
現
場
で

働
く
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
か
ら
適
切
な

テ
ー
マ
設
定
が
で
き
、
実
践
で
使
え
る

講
義
を
し
て
く
れ
る
講
師
が
依
頼
で
き

れ
ば
、
お
金
を
払
い
時
間
を
費
や
し
て

で
も
学
び
た
い
意
欲
の
あ
る
専
門
職

が
、
市
内
に
は
数
多
く
い
る
こ
と
が
解

り
ま
し
た
。

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
の
参
加
者
の
声
は
単
に「
良

か
っ
た
」
と
言
う
も
の
で
は
な
く
『
す

ぐ
に
実
践
で
き
る
こ
と
を
学
べ
た
』『
現

場
の
ケ
ア
に
直
結
す
る
専
門
的
で
角
度

の
あ
る
研
修
の
意
味
は
大
き
い
』『
日
々

行
っ
て
い
る
ケ
ア
が
確
か
な
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
も
の
だ
と
、
自
信
を
持
っ

て
提
供
で
き
、
ご
本
人
・
ご
家
族
に
も

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
説
明
が
で
き
ま

す
』
と
の
声
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

・
今
後
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
『
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
』
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
く
で
し
ょ
う
。

・
そ
の
中
、
私
た
ち
南
山
会
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
連
絡
会
は
、
今
後
も
、
南
ア

ル
プ
ス
市
の
認
知
症
ケ
ア
を
担
う
人

材
育
成
と
専
門
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

各
種
研
修
会
の
企
画
・
運
営
・
講
師

派
遣
を
通
し
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇ 殊勲賞 ◇
ケアポート峡西
田艸川智惠美

認
知
症
ケ
ア
で
地
域
に
貢
献

結
　
果

ま
と
め

最
後
に

目
　
標

地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

第
２
弾

実
行
①

実
行
②
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12
月
17
日
（
木
）
Ｏ
Ｔ
ホ
ー
ル
に
て
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
参
加
人

数
を
制
限
し
、
入
場
前
に
検
温
と
手
指
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
を
入
念
に
行
い
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
午
前
と
午
後
に

分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
歌
手
を
お
迎
え
し
、
職
員
に
よ
る

演
劇
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
『
風
』（
保
坂
様
、川
口
様
、野
澤
様
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
が
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

づ
く
り
と
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
い
患
者
様
に
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
で
は
患
者
様
に
馴
染
み
の

あ
る
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」「
高
校
三
年
生
」

〝
ア
ニ
メ
鬼
滅
の
刃
〟
主
題
歌
の
「
紅
蓮
華
」

そ
し
て
即
興
で
の
リ
ク
エ
ス
ト
「
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
」
の
演
奏
が
あ
り
「
懐
か
し
い
」「
上

手
だ
ね
」
と
い
っ
た
感
想
や
、
中
に
は
口
ず

さ
む
方
も
お
り
ま
し
た
。

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
は
、
長
い
風
船
の
棒

か
ら
花
や
犬
と
い
っ
た
作
品
が
作
ら
れ
、「
次

は
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
？
」「
凄
い
ね
」

と
皆
さ
ん
興
味
津
々
に
見
て
い
ま
し
た
。
作

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
方
の
中
に
は
嬉
し

く
て
泣
い
て
し
ま
う
方
も
お
り
、
職
員
も
そ

の
姿
を
見
て
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
サ
ン
タ
が
登
場
し
、
患
者
様
に
プ

リ
ン
や
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
後
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
プ

リ
ン
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
、
例
年
と
は
違
っ
た
様
式
で
の
開
催

と
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
が
、
患
者

　

  

様
に
と
っ
て
は
良
い
気
分
転
換
と
な
っ

　
　
　
　
た
よ
う
で
し
た
。

【
活
動
曜
日
】
木
・
金
曜
日　
午
前

【
活
動
場
所
】
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
2
な
ど

【
活
動
内
容
】

　
デ
イ
ケ
ア
卒
業
を
目
指
す
方
を
対
象
に
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
ぶ
「
土
台
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
木
曜
日
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
座
学

形
式
の
講
義
と
を
交
互
に
行
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
一
年
を
か
け
て
必
要
な
ス

キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。
金
曜
日
は
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
社
会
生
活
技
能
訓
練
）
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
際
の
生
活
場
面
を
想
定
し
、
せ
り
ふ
や
動
作
を
実
践

す
る
応
用
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★

　 健康と望む暮らしをささえる

★

　 その人らしく生きていくための夢や希望をかなえる

★

　 必要とする支援や仲間につながる

★

　 可能性と希望がひろがる
　スタッフ一人一人が４つの視点を大切にし、
　利用される方と共に、夢や希望が叶えられるよう
　応援しています。

  

目
標
志
向
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

   「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　　＊峡西病院デイケアが
　　　　　 大切にしている事って何ですか？

プログラム紹介

スタッフより

ときには心理的に
負荷がかかる場合
もあるかもしれませ
ん。受け身にならず、
積極的・能動的に参
加してくださること
を期待しています。

興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで気軽にご相談ください。☎055-282-2151

＊ホームページがリニューアルされました。ぜひ、ご覧ください。 

さ○さえる

か○なえる

つ○ながる

ひ○ろがる

峡西病院　リハビリのご案内 検索
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各グループに分かれてクリスマス会を行いました。
ケーキを手作りして、みんなで食べて楽しいクリスマス会になりました。
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今回は、匿名希望さんにおすすめの本を
お聞きしました！

本の題名：忘れられた巨人
（カズオ・イシグロ〈著〉、 土屋 政雄〈訳〉／ 早川書房／ 2015年）

●読んだきっかけは？
　本作品が発売される前からの大ファンだったので、発売当日に本屋で購入しました。発売当時は
私自身が多忙な時期であったため、半年間ほど自宅の本棚に置いておき、時間ができてから１頁１
頁を大切に読んだのを覚えています。

●おすすめのポイントは？
　作者のイシグロさんは、長崎で生まれ、イギリスで育った英国籍の作家です。2017年にノーベル
文学賞を受賞したので、イシグロさんの名前を耳にしたことがある方も多いのではないでしょうか。
本作品の主人公は、アクセルとベアトリスの老夫婦。遠方に住む息子に会うために、老夫婦は旅に
出ます。旅の途中、老夫婦にはさまざまな出来事が起こります。老夫婦を最後に待ち受けているの
は果たして・・・。イシグロさんの作品に流れる通奏低音は、「記憶」だと思います。「記憶」とい
うものが、人が生きていく上でどういった力になるのか（あるいは、ならないのか）。読むたびに考
えさせられます。イシグロさんが紡ぎ出すセンテンスはとても美しく、文章を読むたびにため息が
出ます。今年の３月には、新しい長編小説『クララとお日さま』が英・米・日で世界同時発売され
る予定になっています。こちらも、是非手に取ってみてください。

松野  貴昌（リスタート病棟／介護福祉士）
　　　  ◆趣　　味 …… 車、海釣り
　　　  ◆座右の銘 …… 何事も経験
　　　  ◆好きな場所 …… 伊豆半島

「患者と医療者のパートナーシップ」指針
■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・医療者のパー
トナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）
・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）
・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。
・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）
・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）
・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）
・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）
・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。
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デ
ザ
イ
ン
か
ら
惹
か
れ
る
時
も
あ
れ

ば
、
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
媒
体
か
ら
興

味
を
持
つ
事
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

事
も
あ
る
が
、
本
を
手
に
取
る
機
会
が
増

え
た
様
に
思
う
。
書
名
は
同
じ
も
の
で
も
、

出
版
社
、
単
行
本
、
文
庫
で
そ
れ
ぞ
れ
装

丁
が
異
な
る
為
、
選
ぶ
楽
し
み
も
あ
る
。

最
近
で
は
映
像
化
さ
れ
る
事
も
多
々
あ
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
関
心
を
持
ち
、
手
に
取

る
事
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頁

を
め
く
る
と
、
そ
こ
は
も
う
別
世
界
で
あ

る
。
街
の
景
色
、
市
場
の
賑
い
、
木
々
の

木
漏
れ
日
、
食
事
の
匂
い
な
ど
を
肌
で
感

じ
、
本
の
中
の
住
人
と
な
る
。

　

そ
の
中
で
も
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

本
は
、
上
橋
菜
穂
子
著
の
「
守
り
人
」
シ

リ
ー
ズ
で
あ
る
。
ふ
と
し
た
事
か
ら
精
霊

の
卵
を
宿
す
事
に
な
っ
た
皇
子
チ
ャ
グ
ム

を
、
用
人
棒
で
あ
る
バ
ル
サ
が
守
り
な
が

ら
旅
を
す
る
事
か
ら
物
語
が
始
ま
る
の
だ

が
、
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
様
に
、
多
く
の
謎

や
伏
線
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
登
場

人
物
一
人
一
人
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
の

で
、
夢
中
に
な
っ
て
読
み
進
め
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
本
に
惹
か
れ
る
の
は
、

現
実
感
が
あ
り
、
単
純
な
善
悪
と
言
う
見

方
で
人
物
を
描
い
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
想
い
や
過
去
が
見
え
て
く
る

と
、
誰
一
人
悪
人
が
い
な
い
事
が
分
か
り

切
な
く
な
る
。

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
機
に
多
く
の
本
に
触
れ

た
い
と
思
う
。栄養

グ
ル
ー
プ
　
返
田
英
理
子

　
　「
積
み
重
ね
」

　

私
は
機
械
関
係
が
と
に
か
く
苦
手

だ
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
等
々
…
。
今

や
生
活
、
仕
事
上
欠
か
せ
な
い
。
パ
ソ

コ
ン
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
触
れ
た
く

な
い
。
だ
か
ら
家
で
は
触
ら
な
い
。

　

本
来
は
人
間
が
機
械
を
操
作
す
る
の

だ
ろ
う
が
、
機
械
に
操
作
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
…
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
、
有

能
な
機
能
を
使
い
こ
な
せ
て
は
い
な

い
。
だ
か
ら
私
は
恥
ず
か
し
げ
も
な
く

人
に
聞
く
。
職
場
で
も
、
お
店
で
も
。

一
人
で
操
作
し
て
、
デ
ー
タ
を
消
し
て

後
悔
。
何
度
し
た
こ
と
か
…
。
操
作
が

わ
か
ら
な
い
か
ら
機
械
か
ら
距
離
を
と

る
。
触
れ
な
い
。
す
る
と
、
ま
す
ま
す

わ
か
ら
な
く
な
り
…
。
悪
循
環
。

　

苦
手
な
も
の
か
ら
遠
ざ
か
る
の
は
機

械
だ
け
で
は
な
い
。
計
算
も
苦
手
。
決

し
て
裕
福
で
は
な
い
の
に
ど
ん
ぶ
り
勘

定
。「
お
金
の
増
や
し
方
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
気
に
な
る
。
本
を
購
入
し

て
ま
で
と
は
思
わ
な
い
が
、
テ
レ
ビ
番

組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
れ
ば
見
る

こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
理
解
で
き
な

い
。
頑
張
っ
て
日
経
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
。

株
価
が
ど
う
の
こ
う
の
…
チ
ン
プ
ン
カ

ン
プ
ン
。

　

で
も
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
頑
張
っ

て
い
る
。
ど
ん
ぶ
り
勘
定
な
り
に
節
約

を
工
夫
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
も
仕
事
上
必

要
だ
か
ら
仕
事
中
は
頑
張
る
。
触
れ
て

い
け
ば
少
し
ず
つ
で
も
理
解
し
、
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
初
め
か
ら
完

璧
に
で
き
る
人
な
ん
て
い
な
い
。
日
々

努
力
の
積
み
重
ね
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
な
私
だ
が
、
周

囲
に
支
え
ら
れ
日
々
の
生
活
が
送
れ

て
い
る
。
今
日
も
誰
か
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
…
。地

域
連
携
室
　
工
藤
和
代
子

　
最
近
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
夫

婦
で
の
家
事
、
育
児
は
夫
婦
間
で
ど
の
よ
う

な
割
合
で
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 

割
合
で
表

す
の
は
難
し
い
で
す
が
自
分
が
考
え
る
に
世

間
は
女
性
の
方
が
家
事
・
育
児
に
費
や
す
時

間
は
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
負
担
を
か
け
た
く
な
い
の
で
出
来
る
だ
け

手
伝
う
よ
う
に
は
し
て
い
る
の
で
す
が
妻
か

ら
の
ダ
メ
出
し
や
要
望
、指
示
が
多
い
で
す
。

終
わ
り
の
な
い
ノ
ル
マ
と
化
し
て
い
る
様
に

感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
思
い
を
し
て
い
る
男
性

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ダ
メ
出
し
が
多
い
か

ら
と
言
っ
て
家
事
か
ら
逃
げ
る
の
か
根
気
よ

く
す
る
の
か
そ
こ
が
大
き
な
分
か
れ
目
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
い
て
い
る
時
代

で
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
を
拝
見
し
て
い
る

と
「
私
の
旦
那
は
こ
ん
な
人
だ
」
的
な
内
容

が
い
く
つ
も
載
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
様
々

で
す
が
「
何
も
し
な
い
旦
那
」
と
言
う
内
容

が
実
に
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た

時
に
何
故
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
内
容
か
ら
考
え
る
に
何
が
重

要
な
の
か
、
そ
れ
は
夫
婦
間
で
協
力
す
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。「
や
る
」の
で
は
な
く「
手

伝
う
」
と
考
え
る
と
良
い
夫
婦
関
係
が
築
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
が
そ
の

反
面
大
き
な
恐
怖
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

不
特
定
多
数
の
人
が
閲
覧
出
来
ま
す
。
何
で

も
か
ん
で
も
投
稿
せ
ず
医
療
従
事
者
と
し
て

人
と
し
て
注
意
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
す
）
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次回403号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

３日：褥瘡NST委員会

９日：行動制限最小化委員会

15日：栄養管理委員会
　　　 労働衛生委員会

2月

お
で
ん
酒  

勤
め
帰
り
の  

ユ
ー
ト
ピ
ア

 

石
川　
　

理

嬉う
れ

し
さ
や  

タ
バ
コ
止や

め
ら
れ  

雪ゆ
き

を
ふ
む

 

今
福　

和
人

柿か
き

食た

べ
ぬ　

お
や
つ
時ど
き

に
て　

時と
き

過す

ご
し

   

こ
の
ひ
と
と
き
の　

楽た
の

し
き
時じ
か
ん間

 

大
森
眞
知
子

コ
ロ
ナ
禍
や
富
士
は
初
日
に
輝
き
し　

カ
ナ
メ

冬
の
日
に  

ぬ
る
苺
の
実  

あ
ざ
や
か
に

惠　

風

元
旦
の
強
き
光
の
初
日
か
な 

阪
本
み
ず
ほ

稜
線
を
昇
り
輝
く
初
日
か
な 

塚
原　

光
明

病
室
で
心
電
図
の
夫つ
ま

と
初
日
待
つ

 
西
谷　

祥
子

夜
の
窓　

ま
め
ま
き
ま
い
て　

鬼
は
外

 

渡
辺　

あ
き

峡西病院のホームページをリニューアルしました！
 リハビリ案内や地域連携室の紹介など情報が充実
　　　　　　　しましたのでぜひご覧ください。


